
御法川衆議らによる斎鏝

井上局長らによる鎮定

鹿島の茅野副社長らによる斎槌田中秋田県建設部長らによる埋納

大成建設の田中副社長らによる斎槌自動化された建機で礎石を埋納

成瀬ダム堤体打設工事　鹿島・前田・竹中土木特定建設工事共同企業体 成瀬ダム原石山採取工事　大成・佐藤・岩田地崎特定建設工事共同企業体

執行役員支店長　藤澤　隆人
〒980-0802 仙台市青葉区二日町12-30
TEL.022（223）7755　FAX.022（227）7147

執行役員支店長　塩崎　貴章
〒980-0014 仙台市青葉区本町1-10-3
TEL.022（265）1670　FAX.022（265）1795

常務執行役員東北支店長　西 岡 　巌
東北支店／宮城県仙台市青葉区一番町3-1-1
　　　　　TEL.022（225）7748㈹　FAX.022（225）7399
　　　　　ホームページ　http://www.taisei.co.jp

東北支店長　坂本　欽司
仙台市青葉区国分町3丁目4-33
TEL.022（221）7681

常務執行役員支店長　東海林　茂美
〒980-0802 仙台市青葉区二日町4-11

TEL.022（225）8862

常務執行役員東北支店長　勝 治 　博

仙台市青葉区二日町1-27
https：//www.kajima.co.jp/
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永久堅固と
工事の安全を祈念
永久堅固と
工事の安全を祈念 成瀬ダム定礎式開催成瀬ダム定礎式開催

　

東
北
地
方
整
備
局
が
雄
物
川
水
系
成
瀬
川
上

流
の
東
成
瀬
村
椿
川
地
区
で
建
設
を
進
め
る
成

瀬
ダ
ム
の
定
礎
式
が
14
日
に
行
わ
れ
、
国
の
事
業

担
当
者
や
施
工
者
、
地
元
関
係
者
の
ほ
か
県
選
出

国
会
議
員
、
流
域
自
治
体
の
首
長
ら
関
係
者
約
２

０
０
人
が
出
席
し
、
ダ
ム
の
永
久
堅
固
と
安
泰
を

祈
念
し
た
。

　

同
ダ
ム
は
日
本
最
大
規
模
の
台
形
Ｃ
Ｓ
Ｇ
ダ

ム
で
、
昨
年
末
時
点
で
堤
体
打
設
の
進
捗
は
約
24

㌫
。
式
典
で
は
、
来
賓
の
佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事

が
「
成
瀬
ダ
ム
は
治
水
、
水
資
源
確
保
、
発
電
の

機
能
を
有
す
る
可
能
性
に
満
ち
た
イ
ン
フ
ラ
で

あ
り
、
観
光
振
興
に
も
寄
与
す
る
。
関
係
者
が
一

体
に
な
っ
て
完
成
に
向
け
取
り
組
み
を
強
化
す

る
」
と
述
べ
た
ほ
か
、
県
国
会
議
員
や
東
成
瀬
村

の
佐
々
木
哲
夫
村
長
ら
が
あ
い
さ
つ
。

　

菅
義
偉
前
内
閣
総
理
大
臣
も
駆
け
付
け
檀
上

に
立
ち
、
ダ
ム
サ
イ
ト
か
ら
山
を
隔
て
て
西
側
を

流
れ
る
役
内
川
の
流
域
で
育
っ
た
少
年
時
代
に
、

大
人
た
ち
が
洪
水
や
渇
水
を
心
配
し
て
い
た
思

い
出
や
、
利
水
ダ
ム
を
洪
水
調
整
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
国
の
ダ
ム
運
用
の
転
換
に
つ
い
て

語
り
、「
成
瀬
ダ
ム
は
、
新
し
い
ダ
ム
運
用
の
下

で
治
水
、
利
水
、
発
電
を
担
う
最
初
の
多
目
的
ダ

ム
に
な
る
」
と
期
待
を
示
し
た
。

　

定
礎
行
事
で
は
、
井
上
智
夫
国
土
交
通
省
水
管

理
・
国
土
保
全
局
長
や
佐
竹
知
事
、
流
域
市
町
首
長

ら
に
よ
る
鎮
定
の
儀
、
御
法
川
信
英
衆
議
院
議
員
ら

県
選
出
国
会
議
員
と
柴
田
正
敏
秋
田
県
議
会
議
長

に
よ
る
斎
鏝（
い
み
ご
て
）の
儀
、
鹿
島
の
茅
野
正
恭

代
表
取
締
役
副
社
長
ら
堤
体
Ｊ
Ｖ
の
代
表
と
、
大
成

建
設
の
田
中
茂
義
代
表
取
締
役
副
社
長
執
行
役
員

土
木
本
部
長
ら
原
石
山
Ｊ
Ｖ
の
代
表
に
よ
る
斎
槌

（
い
み
づ
ち
）の
儀
を
実
施
し
た
。
埋
納（
ま
い
の
う
）

の
儀
で
は
、
田
中
倫
英
秋
田
県
建
設
部
長
ら
が
ス

コ
ッ
プ
で
Ｃ
Ｓ
Ｇ
を
投
入
後
、
自
動
運
転
の
ダ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
が
Ｃ
Ｓ
Ｇ
を
放
出
、
同
じ
く
無
人
の
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
が
自
動
で
敷
き
均
し
た
。

　

施
工
を
担
当
す
る
各
Ｊ
Ｖ
は
、

建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
の
向
上
を
図

る
た
め
、
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積

極
的
に
活
用
し
て
い
る
。
堤
体
打

設
を
担
当
す
る
鹿
島
・
前
田
建
設

工
業
・
竹
中
土
木
Ｊ
Ｖ
で
は
、
鹿
島

が
開
発
し
た
自
動
化
施
工
シ
ス
テ

ム
Ａ
４
Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｌ（
ク
ワ
ッ
ド
ア
ク

セ
ル
）
を
導
入
。
管
制
室
か
ら
作
業

デ
ー
タ
を
送
信
す
る
と
、
自
動
化

さ
れ
た
建
機
が
自
律
・
自
動
運
転

で
作
業
を
行
う
た
め
、
少
人
数
で

多
数
の
建
機
を
同
時
に
動
か
す
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
最
盛
期
に
は

20
台
以
上
の
自
動
建
機
が
長
時
間

連
続
で
稼
働
す
る
。
熟
練
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
操
作
を
基
に
制
御
し
て
い
る
た
め
、
施
工

品
質
も
高
い
。
専
用
の
自
動
機
械
で
は
な
く
、
汎

用
建
機
に
自
動
運
転
機
能
を
付
加
し
て
い
る
点

も
特
徴
だ
。
定
礎
式
で
は
、
自
動
化
さ
れ
た
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
埋
納
（
ま
い
の

う
）
の
儀
を
執
り
行
っ
た
。

　

原
石
山
採
取
工
事
の
大
成
建
設
・
佐
藤
工
業
・

岩
田
地
崎
建
設
Ｊ
Ｖ
は
、Ｕ
Ａ
Ｖ
の
測
量
結
果

か
ら
出
来
形
を
自
動
で
３
Ｄ
モ
デ
ル
化
し
、
土

量
の
自
動
計
算
を
行
う
「
３
Ｄ
Ｒ　

Ｓ
ｉ
ｔ
ｅ

Ｓ
ｃ
ａ
ｎ
」
を
採
用
。
従
来
は
横
断
測
量
や
図

面
作
成
な
ど
で
２
日
か
か
る
作
業
を
半
日
に
短

縮
し
て
い
る
。

　

掘
削
作
業
に
は
、Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
ア
ン
テ
ナ
や
各

種
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

ク
ロ
ー
ラ
ー
ド
リ
ル
を
使
用
。
掘
削
位
置
の
三

次
元
座
標
に
よ
る

把
握
や
岩
石
の
品

質
の
推
定
が
可
能

で
、
発
破
作
業
の

縮
減
や
原
石
採
取

の
効
率
化
に
資
す

る
。
発
破
の
現
場

で
軽
量
の
計
測
器

を
用
い
て
岩
石
の

硬
さ
を
測
る
オ
ン

サ
イ
ト
計
測
法
も

導
入
し
て
お
り
、

精
度
の
向
上
と
廃

棄
量
削
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

堤
体
打
設
と
原
石
採
取
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
積
極
導
入

堤
体
打
設
と
原
石
採
取
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
積
極
導
入

事業経緯
1983年 4 月　実施計画調査開始（秋田県）
1991年 4 月　国直轄事業に移行
1997年 4 月　建設事業着手
2001年 5 月　基本計画官報告示
2001年10月　下流工事用道路工事着手
2003年 3 月　用地補償協定調印
2005年 3 月　国道342号付替工事着手
2009年 3 月　仮排水トンネル着手
2009年12月　下流工事用道路完成
 （供用開始）
2012年 4 月　国道342号1次供用区間開通
2012年 8 月　仮排水トンネル完成
2014年 3 月　基本計画（第1回変更）告示
2014年 4 月　成瀬ダム工事事務所開所
2017年 3 月　新事務所庁舎開所
2017年 9 月　基本計画（第2回変更）告示
2018年 3 月　仮排水トンネルへ転流開始
2018年 9 月　ダム本体工事着工
2019年10月　ダム堤体打設開始
2021年 9 月　基本計画（第3回変更）告示

ダ ム 形 式：台形CSGダム

堤　　　高：114.5ｍ
堤　頂　長：755ｍ
堤　体　積：約485万㎥
湛 水 面 積：2.26k㎡

諸  元

総貯水容量：7850万㎥
事　業　費：約2,230億円

工　　　期：1983年度
 ～2026年度

　成瀬ダムは、1983年に秋田県により実施計画調査が開始さ
れ、91年に秋田県から国の直轄事業に移行しました。その後、
97年から建設事業に着手し、2010年から約2年間のダム検証を

経て、18年9月に本体工事に着工しこの度、定礎式を迎えることができました。
　これもひとえに、地権者の皆さまをはじめ、国会議員の皆さま、秋田県、東
成瀬村をはじめとする各自治体の皆さま、地元地域、関係者の皆さまの、長年
のご支援とご協力のたまものであり、感謝申し上げます。
　近年、地球温暖化に伴う気候変動の影響で、毎年のように各地で大規模な洪
水被害が発生しています。政府ならびに国土交通省では、水災害の激甚化･頻
発化などを踏まえ堤防の整備、ダムの建設などのハード対策を一層加速するこ
とはもとより、関係者が協働して流域全体で行う流域治水を推進し、総合的か
つ多層的な水災害対策を進めております。
　雄物川流域においても、17年7月と8月の連続洪水のように大規模な洪水被
害が頻発しており、家屋や田畑に甚大な被害が発生しています。また、夏期に
は水量不足に陥るため、水道用水やかんがい用水の取水制限が毎年のように行
われ、市民生活と農業に多大な影響を与えています。
　一日も早い治水、利水効果発現に向け、最新の土木技術を最大限に駆使した
安全で効率的な工事に取り組むとともに、我が国最大級、最先端の現場を生か
し、地域づくりやインフラツーリズムの呼び水となり、当地域の発展、振興に
貢献できるよう事業を進めてまいります。本体工事が軌道に乗り、巨大な姿が
全容を現しつつある今、工事の順調な進捗に向け、引き続きのご支援とご協力
をお願いいたします。 （式典でのあいさつ要旨）

ごあいさつ 国土交通副大臣　中山　展宏
(代読　国土交通省水管理・国土保全局長　井上　智夫)


